
様式（１）-①

都市再生整備計画

ＪＲ英賀保

あ が ほ

駅

え き

周辺

しゅうへん

地区

ち く

兵庫

ひ ょ う ご

県　姫路

ひ め じ

市

令和２年８月

事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業 □

まちなかウォーカブル推進事業 □



目標及び計画期間目標及び計画期間目標及び計画期間目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 1.8 ha

令和 3 年度　～ 令和 7 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠

都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

大目標：安全・安心で快適なＪＲ英賀保駅周辺の再生

　　目標１：駅を中心とした交通利便性の高いまちづくり

　　目標２：快適で安心して暮らせる、バリアフリーのまちづくり

　本市では、姫路駅を中心に各種交通機関や商業・業務機能が集中し、播磨地域における社会経済活動の中心地として発展してきた。しかしながら、モータリゼーションの進展等を背景とした市街地の拡大、少子高齢化に伴う人口減少等を背景に中

心市街地の空洞化が進み、低密度な市街地の形成等による都市機能の都市の低下が懸念される。こうしたことから、中心市街地において、姫路駅周辺都市再生整備計画事業、公共が保有する低未利用地を活用した文化交流施設や県立病院と民間

病院の統合、手柄山中央公園の再整備により、都市機能の拡散防止及び市民の生活利便性の維持・向上を図っている。

　一方、既成市街地外縁部の住宅地では、人口減少、居住者の高齢化が顕著であり、人口密度を維持、経済力の維持・強化や地域コミュニティの維持・活性化を図る必要がある。このため、公共交通（駅・バス停）を拠点として、都心部や地域生活圏と

のネットワーク化や公共交通網の充実を図りながら、ものづくり力の維持・強化につながる労働人口の増加に取り組むとともに、歩行者空間の確保や若者の転出超過の解消、子育てしやすい環境づくり、元気な高齢者の増加に取り組む。

　公的不動産の活用策として、郊外移転した鉄道車両基地跡地を活用し、民間病院と統合した新たな県立病院や文化交流施設の整備を行うことで、都市機能の拡散防止と公共不動産の有効活用を図る。

都道府県名 兵庫県

姫路

ヒメジ

市

シ

ＪＲ英賀保

 ア  ガ ホ

駅周辺地区

エキシュウヘンチク

計画期間 交付期間 7

・ＪＲ英賀保駅は、1日に4,560人(H29年)の乗車人員が利用しており、当地区周辺は住居系土地利用となっている。また、通勤通学駅として神姫バスが6路線運行されており、交通結節機能を有している。

・ＪＲ山陽本線が歩行者交通、地区を南北に分断されている。

・駅南側には、商業施設や金融機関、医療機関等が分布している。

・駅北側で事業中の土地区画整理事業等により、道路や宅地が造成され、都市基盤施設と宅地の利用増進が一体的に進んでいき、健全な市街地が形成されている。

・南駅前広場に加え、土地区画整理事業により北駅前広場が整備され、バス、タクシーや送迎車が乗り入れることができる。

・南北を移動する際には、駅西側の人道跨線橋を利用しているが、エレベーターが無いうえに、通路幅員も狭小であるため、バリアフリー経路が分断されている。

・人道跨線橋を利用せず、周辺の狭小で危険な踏切を利用している住民が多い。

・駅北側に改札口がないため、公共交通におけるアクセスが脆弱である。

○姫路市総合計画(H21.3) ・・・ 生活道路の整備を促進し、地域生活圏相互の交流や都心部への移動利便性を向上させることとしている。

○姫路市都市計画マスタープラン(H27.3) ・・・歩行者のための安全な道路空間の確保や身近な自然とふれあえる緑豊かな都市空間の創造など、都市施設が整い快適で安心して暮らせる住宅市街地の形成を目指すこととしている。

○姫路市総合交通計画(H28.3)・・・当駅は重点的に整備をすすめる鉄道駅と位置づけており、駅南北の移動円滑化を目指すこととしている。

○姫路市立地適正化計画(H30.3)・・・本地区は立地適正化計画による都市機能誘導区域の地域生活拠点であり、拠点を核とした多核連携型都市構造の構築を目指すこととしている。

○姫路市バリアフリー基本構想(H23.3)・・・本地区はバリアフリー基本構想による重点整備地区と位置づけており、特に優先してバリアフリー化事業の実施が必要とされている。



都市構造再編集中支援事業の計画

都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 H29 R7

人／日 R1 R7

JR英賀保駅乗車人員の増加 ＪＲ英賀保駅の鉄道乗車人員

北側からのアクセスが可能になることにより、交通結節機能の充

実の効果として、JR英賀保駅の利用者の増加を目指す。

4,560 4,700

歩行者交通量の増加 英賀保駅自由通路の歩行者の交通量

バリアフリー経路となる自由通路を整備することにより、安全で快

適な歩行者の創出し、歩行者交通量の増加を目指す。

1,039 1,100

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・中心市街地は、歴史的に播磨地域の中心都市であった経緯から、鉄道駅やバスターミナルといった公共交通の結節機能、百貨店や商店街、企業の支店等を中心とした経済機能、市民会館や駅前市役所等の公共公益機能をもとより有しているところ

であるが、まちの賑わい及び感動の創出並びに地域経済の活性化に寄与するため、文化交流機能の充実を図る。

・既成市街地外縁部については、人口減少、少子高齢化が顕著であることから、ものづくり力の維持・強化につながる労働人口の増加に取り組むとともに、歩行者空間の確保や若者の転出超過の解消、子育てしやすい環境づくり、元気な高齢者の増

加に取り組むことにより、経済力の維持・強化や地域コミュニティの維持・活性化を図る。

・郊外部については、自然環境との調和や共重環境の保全、地域資源や既存の都市施設を活かした土地利用を図る。

・JR英賀保駅周辺地区は、都市機能誘導区域内に位置し、地域の玄関口としての交通結節機能の強化やＪＲ山陽本線により南北に分断された市街地を一体化することにより、地区全体の医療機能、商業機能などの都市機能を維持を図る。



整備方針等整備方針等整備方針等整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【整備方針１　駅を中心とした交通利便性の高いまちづくり】

◇ＪＲ英賀保駅は1日に4,560人(H29年)の乗車人員が利用しており、駅北側には駅前広場が整備されているものの、改札が南側にしかないため、北側か

らのアクセス改善が課題となっている。北側からのアクセス経路と北改札口（関連事業）を一体的に整備し、地区北側の交通利便性の向上を図る。

◇本市では、立地適正化計画により、鉄道駅等を核とした、多核連携型の持続可能な都市構造の構築を目標としており、本地区においては、英賀保駅

を核に地域生活拠点にふさわしい活力ある市街地を形成するとともに、公共交通の利便性を高め、自動車交通から公共交通への転換を図る。

地域生活基盤施設：英賀保駅自由通路（人工地盤）

高質空間形成施設：英賀保駅自由通路エレベーター（歩行支援施設）

関連事業（都市・地域交通戦略推進事業）：ＪＲ英賀保駅北改札口整備事業

関連事業：英賀保駅周辺地区土地区画整理事業

【整備方針２　快適で安心して暮らせる、バリアフリーのまちづくり】

◇本地区は、ＪＲ山陽本線により市街地が南北に分断されており、南北を移動する際には、駅西側の人道跨線橋を利用しているが、エレベーターが無い

うえに、通路幅員も狭小であるため、バリアフリー経路が分断されている。自由通路ならびに車いす搭載可能のエレベーターを整備し、快適でバリアフ

リー化された歩行者空間を確保するとともに、南北市街地の一体化を図る。

◇本市では、バリアフリー基本構想により、「だれもが安全で安心して快適に移動できる共生のまちづくり」を基本理念としており、本地区においては、重

点整備地区としてすべての人にやさしいユニバーサルデザインの視点に立って、生活関連経路のバリアフリー化を推進する。

地域生活基盤施設：英賀保駅自由通路（人工地盤）

高質空間形成施設：英賀保駅自由通路エレベーター（歩行支援施設）

道路：英賀３０９号線

関連事業（都市・地域交通戦略推進事業）：ＪＲ英賀保駅北改札口整備事業

関連事業：英賀保駅周辺地区土地区画整理事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業）目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業）目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業）目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 姫路市 直 L=100m R3 R7 R3 R7 30 30 30 30 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 姫路市 直 L=40m R3 R6 R3 R6 2,100 2,100 2,100 2,100 -

高質空間形成施設 姫路市 直 N=2基 R3 R6 R3 R6 106 106 106 106 -

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,236.0 2,236.0 2,236.0 0.0 2,236.0 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度
事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 …B

合計(A+B) 2,236.0

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

N=1箇所 ○ R3 R6 600

A=69.5ha ○ H11 R9 23,600

合計 24,200

英賀保駅周辺

事業 事業箇所名 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

姫路市

姫路市英賀保駅周辺土地区画整理組合

事業主体

事業活用調査

まちづくり活動

推進事業

ＪＲ英賀保駅北改札口整備事業 ＪＲ英賀保駅地区

英賀保駅周辺土地区画整理事業

交付期間内事業期間

細項目

規模

所管省庁名 規模事業 事業箇所名 事業主体

（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

地域創造

支援事業

0.5

交付期間内事業期間

英賀３０９号線

事業箇所名 直／間

英賀保駅自由通路

英賀保駅自由通路エレベーター

規模

（参考）事業期間

1,118.0 国費率

住宅市街地総合整備事業

交付対象事業費 2,236.0 交付限度額

細項目

事業 事業主体



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

JR英賀保駅周辺地区（兵庫県姫路市）
面積 1.8 ha 区域 飾磨区山崎の一部

ＪＲ英賀保駅

ＪＲ英賀保駅周辺地区

A=1.8ha

ＪＲ山陽本線

英賀保小学校

姫路バイパス

1:25,000

入江病院



1 JR英賀保駅乗車人員の増加 （人/日） 4,623 （H29年度） → 4,750 （R7年度）

2 歩行者交通量の増加 （人/日） 1,039 （R1年度） → 1,100 （R7年度）

　ＪＲ英賀保駅周辺地区（兵庫県姫路市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

安全・安心で快適なＪＲ英賀保駅周辺の再生

　　　・駅を中心とした交通利便性の高いまちづくり

　　　・快適で安心して暮らせる、バリアフリーのまちづくり)

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

基幹事業

提案事業

関連事業

（歩行者動線のイメージ）

南 北 軸

東 西 軸

凡 例

ＪＲ英賀保駅周辺地区 1.8（ha）

■基幹事業 地域生活基盤施設

英賀保駅自由通路

■基幹事業 高質空間形成施設

英賀保駅自由通路エレベーター

■基幹事業 道路

英賀３０９号線

JＲ英賀保駅

都市機能誘導区域 (約1,077ha)

居住誘導区域 (約8,379ha)

計画区域 (1.8ha)

英賀保小学校

入江病院

〇関連事業 都市・地域交通戦略推進事業

ＪＲ英賀保駅地区（北改札口）

〇関連事業 土地区画整理事業

英賀保駅周辺土地区画整理事業


